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饗r～
十＝月の北天

　北風に追立てられて，行人の脚の蓮：びも心忙しくなる年の瀬

に，星の刻みに嚴かに，逞速ない歩みな進めて行く・秋の星座

が欝かな歩劉で西に移るホTリナンの三つ星が宥の東天に現

itれて「冬が來ナこよ」書止く・天の川の光は弱いが，此の流域

にばシリウス，　1）ゲ’レ，プロシ’オン，ベテルギウス，ポル〃ス

カペラやデネ1ンに至る迄一等星の星々が青赤黄の色rS：りごりに

瞬いて，其等の合間々々（：ばge」pかなプレアデスやピアデスが

輝く，アル・ゴー）Vの檬な愛：矯者も三って，島頃のタベの空itts

かなか賑やかである・

　此れに反して遊星tしてに唯，木星のみが魚座に居て宥の南

天為，例の大家族な引き連れて順行して居る丈で，他に肉眼的

観望に漣するものばない・木星ば3日午前10時ホ30日午後8

H￥亡1：月定合亡なる・

　9日午前2畔牛の月蝕t，24日午後1畦の口蝕il）　（1特に注意

すべき今月中での大きな出來事であろ・
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　　　　　　　　　†農月の南天

　太陽，中旬まで入馬宮にあろが22　Nから磨鵜宮に入ろ・今月

中卒大騰太陽の覗中心が其の緯度零度ど一致して居るから黒黙

は太陽面々東西に直線的に移動すろ様に見える・

　月，2日午前11晧15分上弦，9日午前2時32分滴月（月蝕），

16日午前9噂4分下弦．24日午後1時13分新月（糞垂），31日午

後8時22分上弦εなる．7日午前10時近地黙為，19日午前7暗

遠地黙｝瞥通過する・

　水星，月始め暫らく曉に見える・10日午前8時火星t合亡な

る．

　金星，曉の明星ビして輝く，光度負3・9等．20日午後1時月

定斎ミなる・

　火星，朝の星なれご太陽に近く・光度は1・7等なれご蘭墓に

適ぜす．地球ミの接近［Sl明年の宋まで待象ればならめ・

　土星・3日太陽ミ合εなり暫．らく槻望不能，月末にば稚よく

なる・27日午前7蒔火星s合ミなる，光度。．7等・

　天王星，始め魚座な逆行し，エ。重留εなり順行に移り木星の

先行をなす・

　海王星，2日留εなりて後逆行に移ろ・14日午前8時月S合

書なろ・獅子座にあり夜牛後の星であろが光度が7・7等だから

望遠鏡が必要・


